
平成 29年度 食育推進に係る実践報告書 

学校名 広島県立三原特別支援学校 

学校長氏名 大野 英明 栄養教諭氏名 尾岩 かおり 

職員数 ７０名 児童・生徒数 １１７名 

１ 学校における食育の現状（昨年度からの課題等） 

＜朝食＞ 

平成 28年度マジ朝ごはん計画調査結果より目標に達していない。 

 目標（％） １回（％） ２回（％） ３回（％） 

朝食を食べた割合 100 97 98 97 

主食，主菜，副菜のそろった朝食を食べている割合 80 69 63 73 

 

＜肥満＞ 

  肥満傾向の児童生徒が多い。平成 29年度は 25人と約 20％の児童生徒が肥満傾向にある。 

肥満改善に向けて家庭と学校が連携し取り組む必要がある。 

 

２ 学校の食育に係る目標（成果指標・目標値） 

＜朝食＞ 

  

 

  

＜肥満改善する取組が目標達成できた割合＞ 

  

 

 

 

 

 

３ 食育の目標に対する具体的な取組 

 【取組１】（テーマ） 朝食の取組 野菜摂取向上  

マジ朝ごはん計画 

今年度も３回，「マジ朝ごはん計画」プリントを配付し朝食及び生活習慣の調査を行った。プリント

は運動会などの行事前に配付し，３日間の朝食内容，起床時間等の記入することで健康管理ができるこ

とを目的としている。調査結果は食育だよりで報告，また朝食におすすめメニューを掲載し朝食の大切

さを伝えた。（資料１）（資料２） 

 

 

 

目標 ％ 

朝食を食べた割合 100 

主食，主菜，副菜のそろった朝食を食べている割合 80 

取組内容 目標 

研修会の実施回数 １回 

３日間の食事記録等の提出率 60％ 

保護者との健康・栄養相談 ６人 

食事記録の返却（栄養教諭のコメント入り） １回 

毎日，体重測定をする割合 20％ 

別紙様式 



小学部 特別活動 

野菜に興味を持ち好き嫌いせず食べることを目的に，３食品群の学習に給食献立を活用した。また児

童が集中して授業に取り組めるよう食材を直接触る授業とした。給食時間には担任と野菜について話を

する児童や苦手な食材を食べようとする様子がみられた。 

 

 

 

 

 

 

 

中学部 特別活動 

長期休暇中も生活リズムを整えることの大切さを学ぶことを目的に，料理カードを活用した授業を行

った。朝食の役割や３色食品群を確認し，一人一人朝食を考え発表を行った。授業後，家族にバランス

の良い朝食の大切さを伝えたことを教えてくれる生徒もいた。 

 

 

 

 

 

 

高等部 家庭科 

積極的に野菜を食べることの大切さを学び，自分で調理できる力を伸ばすために「野菜炒めコンテス

ト」と「マイみそ汁コンテスト」を実施した。生徒が食材を決め，調理，プレゼンテーションを行い優

秀賞・その他の賞を教員や食育サポーターが選考した。 

どちらの取組も保護者にとって生徒の一所懸命な姿を見る機会や生徒に合わせた支援も学ぶことが

できる機会となったようだ。今後も保護者の協力を得ながら取り組みたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヨーグルト 

ホットサンド 
ポークビーンズ 

牛乳 



【取組２】（テーマ） 肥満改善・予防のための取組  

今年度は５つ目標を立て肥満改善・予防のための取組を行った。３日間の食事記録の提出があった児

童生徒には栄養教諭からのコメントをつけて返却した。高等部の生徒には食事記録より間食のカロリー

を計算し，望ましい間食の組み合わせや量，食べる時間帯などを助言した。保護者の協力を得るため，

担任と連携し個人懇談時に家庭での食事の様子の聞き取りや野菜の多い給食のレシピを提供した。 

 

４ 「ひろしま給食１００万食プロジェクト」の取組について 

ひろしま給食の試食会，試食提供 

食育サポーターの保護者を対象にひろしま給食の試食会を設けた。 

また，食育サポーターの保護者の協力を得て，参観日に来校した保護者に「熱く燃えろ!!Ｃスープ」の試

食提供，レシピ配付を行った。試食した保護者からは「簡単に作れる」「思ったより食べやすい」との声があ

った。 

 

給食献立 

給食の食材に興味を持てるよう「地場産物を食べよう」（図１）を作成し,その日の献立で使われている食

材をカードで掲示した。また給食の月間目標に合わせて「ひろしま通になろう」（図２）を掲示し，地場産物

に興味を持てるようにした。 

給食献立は「ひろしま給食」に選ばれたレシピの提供を６品取り入れた。 

（熱く燃えろ!!Ｃスープ，ひろしまいい子いりこ，ひろしまええじゃんカレー，チキチキレモン，豚肉と広

島食材たっぷり炒め，しまなみ海道まるごとマリネ） 

「ひろしま食育ウィーク」には県内の特別支援学校の栄養教諭・学校栄養職員で話し合って作った「トク

トクＣライス」を「熱く燃えろ!!Ｃスープ」「広島県産丸ごとレモンゼリー」と一緒に提供した。 

児童生徒から「やさしい味で食べやすい」「中華味のＣなんだ！」と楽しんで食べる様子がみられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１「地場産物を食べよう」 図２ 「ひろしま通になろう」 



５ 取組に対する成果と課題 

【成果】 

朝食の取組 野菜摂取向上  

 ＜朝食＞ 平成 29年度 マジ朝ごはん計画結果 

 目標（％） １回（％） ２回（％） ３回（％） 

朝食を食べた割合 100 97 96 96 

主食，主菜，副菜のそろった朝食を食べている割合 80 70 69 73 

目標を達成することはできなかったが，主食，主菜，副菜のそろった朝食を食べている割合が３回目の調

査で最も良い結果となった。 

 

肥満改善・予防のための取組  

＜肥満改善する取組が目標達成できた割合＞  対象人数 25人 

 

 

 

 

 

保護者，担任，養護教諭等との連携がとれた「食事記録の提出率」「記録の返却」「体重測定をする割合」

の３つ項目は目標を達成することができた。 

 

【課題】 

朝食の取組 野菜摂取向上  

給食を関連付けた授業や調理は児童生徒の意識付けに効果的であるが，単発的な指導で終わらないよう継続

して指導を行う必要がある。 

肥満改善・予防のための取組  

夏の個人懇談時に保護者と話ができた生徒は軽度肥満から標準体重に改善できた。しかし冬の懇談では保護

者と話をする機会を持たなかったため改善する児童生徒がいなかった。 

 

６ 今後の取組に向けた改善方策について 

朝食の取組 野菜摂取向上  

今後も「マジ朝ごはん計画」調査，各学部学年で朝食や野菜に関する授業を継続して行い，保護者の協力を

得られるよう分かりやすい情報提供に努める。 

肥満改善・予防のための取組  

これまでの取組を継続するとともに，保護者，担任，養護教諭等と連携し，児童生徒の行動変容につながる

取組を検討し続ける。 

 

取組内容 目標 実施 

研修会の実施回数 １回 0回 

３日間の食事記録等の提出率 60％（14人） 78％（11人） 

保護者との健康・栄養相談 ６人 ５人 

食事記録の返却（栄養教諭のコメント入り） １回 １回 

毎日，体重測定をする割合 20％（５人） 24％（６人） 






